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し
、

一

九
八

〇
年
代
以
降
に

設
立

さ
れ
た

団
体
は

、

ウ
ェ

ー

ル

ズ

発
祥
の

図
像
ト
リ
バ

ン

で

は

な

く
ト
リ

ス

ケ
ル

を
シ

ン

ボ
ル

と

し
て

重

視
す
る
傾

向
が

強
い

。

ま

た、

今
日
ト
リ
ス

ケ

ル

は
、

ケ

ル

ト

的
要
素
を
ル

ー

ツ

に

も
つ

と

さ

れ

る
地

域
の

多
く
で

「

生
−

死
−

再
生
」

と

理

解
さ

れ

て

い

る

が
、

ブ
ル

タ
ー

ニ

ュ

で

は

例
外
的
に
、

ド

ル

イ

デ
ィ

ズ

ム

の

四

元

素
に

対

応
し
た

「

火
−

水
−

土
（
空

気
V

」

説
が

優
勢
で

あ
る

。

こ

の

新
た

な

解
釈

は
、

図
像
に

託
さ

れ
た

意

味
が

図
像
自
身
の

意
味
へ

変
容
し
た

結
果
と

み

な

す
こ

と

が
で

き

よ

う。

　

ク
レ

ー

デ
ン

・

ゲ
ル

テ
ィ

エ

ッ

ク

の

指
導

者
M
・

マ

ル

シ

ャ

ル

と

モ

ル

ド
レ

ル

に

は、

共
に

雑
誌
『

永
遠
な

る
ブ
ル

タ

ー
ニ

ュ

』

（

じU
腎

巴
N

》
貯
o）

の

創
刊
に

関
わ

る

等
の

接
点
が

確
認
で

き

る

た

め、

両
者
の

活
動
が

融
合

し
、

ド
イ
ツ

の

よ

う
に

民
族
主

義
宗
教
運
動
と

な
る

可
能
性
も
あ
っ

た

と

い

え
る
が、

カ

ト

リ

ッ

ク
に

対
す
る

立

場
の

相
違
に

よ

り
、

高
次
の

連
携

現
象
は
生
じ
て

い

な

い
。

だ
が
、

他
地
域
と

の

境
界

化
を
は

か

る

た
め

、

自
ら
の

イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
が

程
度
の

差
こ

そ

あ
れ

可
視

化
し
た

も

の

と
し
て

ト

リ
ス

ケ

ル

を

受
容

、

使
用
し

て

い

る

点
は

、

両
者
に

共
通
の

も
の

で

あ

る
。

　

ト
リ
ス

ケ
ル

に

関
す
る
先
行
研
究
の

課
題
は、

古
い

図

像
が

よ

り

後
代

で
、

そ
し
て、

発
生
し

た

地
域
と

は

と

き

に

異
な
る
地
域
で

受
容
さ

れ
る

事
例、

そ

の

際
の

契
機
や

思
想
的

戦
略
に

踏
み

込
め
て

い

な
い

点
に

あ
っ

た
。

こ

こ

で

は

「

ブ
ル

タ
ー

ニ

ュ

の

ト

リ

ス

ケ

ル
」

と

い

う
現
代
的
展
開

事
例
の

検
討
を

通
じ

、

図
像

、

そ
し
て

図
像
と

関
連
す
る

諸
要
素
の

宗
教

性
に

つ

い

て、

宗
教
学
の

観
点
か

ら

考
察
す
る

方
法
を
探
る

と

と

も
に
、

図
像
の

意

味
と

図
像
に

託
さ

れ

た

意
味
の

相
互
補
完
的

循
環
関
係
に

着
目

し

て

き
た

。

　

な
お、

ト

リ

ス

ケ
ル

は

ブ
ル

タ
ー

ニ

ュ

の

独

自
性
を
主

張
す
る

「

見
せ

る
」

図

像
の

み

な

ら

ず、

古
代
ケ

ル

ト
起

源
を

も
つ

地
の

果
て

（
濁
巳
甲

鼠
冨）

で

あ
る

エ

キ

ゾ
テ

ィ

シ

ズ
ム

と

い

っ

た、

集
団
外
か

ら
要

請
さ

れ

る

ブ

ル

タ
ー

ニ

ュ

観
に

対
応

可
能
な

「

見
ら
れ
る

」

図
像
で

も
あ
る

。

こ

う
し
た
要
素
も

含
め

、

ト
リ
ス

ケ

ル

を
巡
る
諸
展
開
と
宗
教
性
と

の

関
連

を

継
続
的
に

精
査

す
る

こ

と

が

必
要
と

考
え
ら

れ
よ

う
。

柳
宗
悦
の

自
然
観

本

多

亮

　

柳
宗
悦
は

民
芸
運
動
の

創
始
者
と

し
て

有
名
だ

が
、

本
来
は

宗
教
哲
学

者
で

あ
る

。

そ

の

哲
学
的

営
為
は

生
涯
止
む
こ

と

な
く
続
け
ら

れ

た
。

柳

の

思

想
的
な

背
景
は
、

キ

リ

ス

ト
教
の

神
秘
思
想、

エ

マ

ソ

ン

の

超
越
主

義、

ブ

レ

ー

ク

の

世
界
観、

鈴
本
大
拙
や

西
田
哲
学
等
い

く

つ

か

あ
る

。

全
体
的
に

見
る

と

神
秘
主
義

的
傾
向
が

強
い

。

そ

ん

な

柳
の

思
想
を

合
理

主
義
の

時
代
に

理

解
す
る

の

は

難
し
い

。

そ
こ

で
、

本
発
表
で

は

扱
う
範

囲
を

ご

く

狭
く

限
定
し

、

柳
の

民
芸

論
で

用
い

ら
れ

る

「

自
然
」

と

い

う

言
葉
を

考
察
す
る

こ

と

に

よ

り

柳
哲

学
解
明
へ

の
一

歩
と

し
た

い
。

　

柳
の

最
初
の

民
芸

論
は
、

三

十
七

歳
の

と

き

に

新
聞
に

掲

載
し
た

「

下

手
も

の
ン

美
」

（
大
正

十
五

年）

で

あ
る
。

後
に

加

筆
訂
正
し

て

「

雑
器

の

美
」

と

題
を
改
め
た

。

こ

の

「

雑
器
の

美
」

は
、

こ

れ
以
後
に

書
か

れ

た

民
芸
論
に

比
べ

て

荒
削
り

の

感
が

あ
る

が
、

民
芸
の

美
に

関
す
る

柳
の

基
本
的
主
張
は
ほ
ぼ

網
羅
さ

れ

て

い

る
。

そ

こ

で
、

こ

の

「

雑
器
の

美
」
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を

用
い

て

柳
の

考
え
る

「

自
然
し

に

つ

い

て

検
討
し

よ

う
。

　

さ

ほ

ど

長
い

文

車
で

は

な

い

「

雑

器
の

美
」

の

中
に、

「

自
然
」

と

い

う
単

語
は

全
部
で

二

十
二

回
も

出
て

く
る

。

そ
の

ほ

か

「

天
然
」

や

「

自

か

ら
」

と

い

っ

た

「

自
然
」

と

関
連
す
る

単

語
も
い

く

つ

か

使
わ
れ
て

い

る
。

そ

れ

ら

の

意

味
を

分
類
す
る

と
、

だ
い

た
い

三

種
類
に

ま

と

め

ら
れ

る
。

は

じ

め

に
、

一

般
的
な
意

味
で

の

自
然
で
、

自
然
が

豊
富
で

あ
る

と

か

自
然
現

象
と

い

う
場
合
の

自
然
で

あ
る

。

つ

ぎ
に
、

意
識
を

介

在
さ
せ

な

い

行
為
や、

な
め

ら
か

な
動
き
と

い

う
意
味
で

の

自

然
で

あ
る

。

つ

ま

り、

自
然
な

振
る

舞
い

と

か

自
然
に

動
い

た

と

い

う
場

合
な
ど

の

意
味
で

あ
る

。

三

つ

目
は、

特
別
な

存
在
と
し
て

の

自
然
で

あ
る

。

こ

の

三

番
目

の

自
然
は

、

明
確
に

説
明
さ

れ
て

は
い

な
い

が、

文
脈
上、

何
か

特
別
な

も
の

と
理

解
す
る

し
か

な
い

も
の

で

あ
る

。

そ

し

て

柳
は
、

一

番
目
と

二

番
目
の

自
然
の

根
底
に

常
に

こ

の

三

番
目
の

自
然
を

忍
ば
せ

て

発
言
し

て

い

る
。

　
何
か

特
別
な

存
在
と

し
て

の

自
然、

こ

れ
を
理

解
す

る

た
め

に、

柳
が

宗
教
哲

学
者
と

し

て

活
躍
し

て

い

た

と

き

の

論

文
「

宗
教

的

自
由
」

〔

大

正
五

年）

を
参
照
し

よ

う
。

こ

れ

は

人
間
を
め

ぐ
る

白
由
論
と

決
定

論
の

相
克
に

関
す
る
論

文
で

あ
る

。

柳
は

言
う

。

相
対
的
次
元
に

お

い

て

は

決

定
論
が
正
し

い

こ

と

は

疑
い

得
な
い

。

だ
が

、

絶
対
域
に

お

い

て

は

実
在

と

の
…

致
に

よ

り
人

間
は

絶
対
的

自
由
す
な
わ

ち
宗
教
的
自
由
を
得
る

こ

と

が

で

き

る
、

と
。

そ
れ

で

は

実

在
と
は

何
か

。

そ
れ
は

神
の

こ

と

で

あ

る
。　

柳
の

言
葉
を

直
接

引
こ

う
。

「

哲
学
又
は

宗
教

的
見

地
を

去
っ

て

芸
術

的
に

此
自
由
を

解
こ

う
と

す
る

な

ら

ば、

実

在
若
し

く
は

神
と

云
う
代
り

に

自
然
と

云
う

言
葉
が

最
も
之
に

適
当
す
る

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

に

自
然
と

は

も
と

よ
り

現
象
に

終
る

形

体
自
然
を
指
す
の

で

は

な
い

。

万
象
の

内
裡

に

流
れ
る

自

然
そ

の

も
の

の

心
を
云
う
の

で

あ
る

。

一

切
の

自
然

性
の

泉

を

示
す
の

で

あ
る

。

」

（
原
文
正

字
正

か

な
）

　

昭
和
を
迎
え

民
芸
運
動
に

ま

す
ま

す
奔
走
す
る

柳
は、

一

見
す
る

と

宗

教
哲
学
を
忘
れ

て

し

ま

っ

た

か

の

よ

う
に

思
わ
れ

た

が、

昭

和
二

十
四
年

に

宗
教
哲
学
と

美

思
想
の

結

合
し

た

作
品
『

美
の

法

門
』

を

発
表
す
る

。

あ

る

時
柳
は
、

『

無
量

寿
経
』

の

法
蔵
菩
薩
の

四

十
八

の

大
願
を

読
ん

で

い

て
、

美
に

関
す
る

積
年
の

疑
問
が

解
け
る

体
験
を

す
る

。

そ

の

体
験
を

元
に
一

気
に

書
き
上

げ
ら

れ

た

の

が

「

美
の

法
門
』

で

あ
り

、

こ

れ
は
柳

晩

年
の

美
思
想
を

理

解
す
る

た

め

に

最
も

重

要
な

論
文
で

あ
る

。

そ

の

『
美
の

法
門
』

で

柳
は

「

自
然
」

に

対
す
る

考
え

を

さ

ら

に
一

歩

前
に

進

め

る

こ

と

に

な

る
。

中
世
禅
宗
寺
院
の

伽
藍
空
間
に

お

け
る

　
　

宋
代
風
水
術
の

影
響
に

つ

い

て
鈴

木

　一
　
馨

　

本
論
の

大
き

な

目
的
は

日

本
風
水

史
の

解
明
に

あ
る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

す
で

に

「

風
水
説
の

受
容
」

（
増
尾

伸
｝

郎
他
編
『

環

境
と

心
性
の

文

化
史
」

上、

勉
誠
出
版、

二

〇
〇
三
）

に

て

デ

ッ

サ

ン

を

し
て

お

い

た

が
、

そ
の

過

程
で

特
に

日

本
風

水
史
の

上
で

転
機
と

考
え
ら

れ

た
の

が
、

中
世
の

日

宋
交
流
に

伴
う
宋

代
風
水
の

受
容
で

あ
る

。

　

中
国
で

は

九

世
紀
末
期
か

ら

十

世
紀
初
期
（
唐

末
〜
五

代）

に

か

け

432（1524）
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